
 
 
 
 
 
 

教 育 目 標 

夢をはぐくむ奥沢小学校 

深く学び 伝え合う子 

なかよく やさしい子 

  たくましく やりぬく子 

重 点 目 標 
「みんな笑顔で  ぽっかぽか 

   進んで行動 おくさわの子」 
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「“思いやり算”ができる人に!!」 ～寄り添う話
わ

から行動へ（いじめ防止キャンペーンテーマ）～ 

校長  堀   智 行
 

ようやく新型コロナウイルス感染症が落ち着きを見せ始めたところに、今度はインフルエンザが猛威を

奮っています。本校も半数以上の学級が閉鎖となり、市内の多くの学校も学級閉鎖等の措置を余儀なくさ

れています。コロナ禍でインフルエンザが流行しなかったことから免疫力の低下が懸念されていましたが、

予測通りの結果となりました。今後も警戒が必要ですので、睡眠時間や食事等の生活習慣を整えるととも

に、手洗い、うがい、咳エチケット等の基本的な感染症対策を行うことなどを心がけてほしいと思います。 

さて、小樽市では、毎年11月と12月を“いじめ防止キャ

ンペーン月間”と位置付けており、今年度のテーマ「寄り添う

話
わ

から行動へ」のもと、いじめ根絶のための様々な取組が進め

られています。本校でも、いじめアンケートの実施やいじめ防

止標語の取組、中学校と連携したいじめ防止サミットの取組

などを進めているところです。 

先日の全校朝会では、右記「思いやり算」について、子ども

たちに話し、考えてもらいました。かつて、ACジャパンのCM

で扱われていたので、ご存じ方も多いかもしれません。「＋」

は、助け合うことです。一人では難しいことも、力を合わせ、

協力することによって、大きな力が発揮されます。「－」は、

困っている人の仕事を引き受けてあげることです。ちょっと

したお手伝いであっても相手は喜んでくれて、それが、引き受けた人の喜びにつながります。「×」は、声

をかけることです。挨拶を含め、優しい言葉をかけることによって互いの心が一つになれます。「÷」は、

いたわることです。思いやりの気持ちは必ず相手に通じ、笑顔が返ってきます。「それは、人を笑顔にする

算数、“思いやり算“。ほら、やさしいでしょ。」とCMは終わります。ちょっとした思いやりや優しさは、

人に笑顔を与え、気配りや心配りが人と人との気持ちを通じさせます。子どもたちは周りの大人の姿から、

人を思いやる気持ちを学びます。私たち大人が、周りの人を思いやり、敬う気持ちをもって行動できれば、

自然と思いやりの心を身に付けることができるはずです。悪い例としては、子どもの前で誰かの悪口や批

判などを日常的に言っていると、子どもは自然にそれを学び、同じような行動をするようになります。反

対に人を思いやる言葉がけや話をする機会が増えると、思いやりの心が育っていきます。 

人に対する思いやりの心は、生涯ずっと学ぶべきものであり、行動に移すこと最も大切なことです。い

じめをしないことはもちろんですが、傍観者にはならずに手を差しのべることができる人間でありたいと

思います。子どもたちには、ぜひ“思いやりの算数”もあわせて身に付けてほしいと願っています。 
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思いやり算 
♫人を笑顔にする算数♫ 

 
＋ たすけ合うと 

  大きな力に 
 

－ ひき受けると 
喜びが生まれる 
 

× 声をかけると 
   一つになれる 

 
÷ いたわると 
     笑顔は返ってくる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（金） ３・４年授業参観・保護者会 

      ４年生５時間授業 

４日（月） 全校朝会 向陽中公開研究会 

      短縮４時間授業（給食あり） 

５日（火） スクールカウンセラー在校日 

７日（木） 短縮日課・職員会議 

８日（金） 学期末短縮４時間 

１１日（月） 放課後学習 

１２日（火） スクールカウンセラー在校日 

１３日（水） 公開研究会（５年１組） 

５年１組以外４時間授業（給食あり） 

１４日（木） 短縮日課・職員会議 

１５日（金） ていねい清掃 

～２０日（水） 

１８日（月） 放課後学習 

２１日（木） 短縮日課・研修日 

２５日（月） 終業式・短縮４時間授業 

２９日（金） 年末休業・閉庁日 

～３１日（日） 

 

※１１／２８現在の予定です。 

今後の状況によっては、変更の可能性もあります。 

１２月行事予定 

北海道応援大使プロジェクト 
 １１月２２日（水）に日本ハムファイターズの企画である「北海道応援大使プロジェクト」が本校を会

場に実施されました。日本ハムファイターズの淺間大基（あさまだいき）選手、五十幡亮太（いそばたり

ょうた）選手の２名が来校され、子どもたちの質問に答えてくれたり、代表の子たちとキャッチボールし

てくれたり、子どもたちにメッセージをくれたり等充実した１時間となりました。 

 子どもたちはプロ野球選手同士のキャッチボールを見て驚いたり、お礼のキツネダンスを披露したり

と楽しんでくれました。 

 いただいた記念品のサインボールは職員室前に展示しておりますので、ご来校の際は是非ご覧になっ

て下さい。 

児童の皆さんに毎年いじめ防止標語に取り

組んでもらっています。その学級代表に選ば

れた子たちの作品を児 

童会の子たちが、ポス 

ターにして体育館渡り 

廊下に掲示しておりま 

す。お時間があればご 

覧下さい。 

 

 

１１月１８日（土）に小樽音読カップが開催さ

れました。本校からも低学年、中学年、高学年の

各部代表３名が参加しました。 

低学年の部では、２年千葉和希さんが銅賞、高

学年の部では６年堀 隼仁さんが奨励賞をいた

だきました。 

 

いじめ防止標語展示

中 

おめでとうございます 
↑ 

６年生との集合写真 

 

いただいた   → 

記念ボールとサイン 

背番号８ 淺間 大基選手 

背番号50 五十幡 亮太選手 


